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記
　
　
録「

災
害
等
の
発
生
に
伴
う
史
・
資
料
保
護
に
関
す
る
相
互
協
力
協
定
書
」
の
締
結
に
つ
い
て

石　
　

田　
　

雅　
　

春

は
じ
め
に

　

平
成
二
三（
二
〇
一
一
）年
九
月
一
五
日
、
本
館
は
、
広
島
県
立
文
書
館
と
の
間

に
お
い
て「
災
害
等
の
発
生
に
伴
う
史
・
資
料
保
護
に
関
す
る
相
互
協
力
協
定
書
」

の
調
印
を
行
っ
た
。
本
稿
で
は
、
同
協
定
の
締
結
の
経
緯
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

一
　
締
結
ま
で
の
経
緯

　

平
成
二
三
年
五
月
二
五
日
、
広
島
県
立
文
書
館
に
お
い
て
文
書
調
査
員
会
議
が

開
催
さ
れ
、
筆
者
も
文
書
調
査
員
の
一
人
と
し
て
参
加
し
た
。
同
日
の
会
議
で
は

「
災
害
と
文
書
の
レ
ス
キ
ュ
ー
に
つ
い
て
」が
議
題
と
な
っ
た
。そ
の
際
に
筆
者
は
、

相
互
協
力
協
定
を
作
成
し
て
は
ど
う
か
と
い
う
意
見
を
述
べ
た
。
こ
の
発
言
が
発

端
と
な
っ
て
筆
者
は
、
今
回
の
協
定
の
立
案
を
担
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

さ
て
立
案
に
あ
た
っ
て
筆
者
は
資
料
の
収
集
を
行
っ
た
が
、
先
例
が
ほ
と
ん
ど

な
く
手
探
り
で
進
ま
ざ
る
を
え
な
か
っ
た

（
（
（

。
そ
れ
で
も
協
定
の
骨
子
を
「
広
島
大

学
文
書
館
の
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
お
よ
び
危
機
管
理
に
つ
い
て
（
要
綱
）
案
」

に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

表
は
、
同
要
綱
に
お
け
る
相
互
協
力
協
定
の
位
置
づ
け
を
示
し
た
も
の
で
あ

る
。
基
本
的
な
構
想
と
し
て
は
、
①「
防
災
計
画
」
や
「
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

に
よ
っ
て
自
館
の
災
害
対
処
能
力
を
高
め
て
お
く
、
②
自
館
で
の
対
応
能
力
の
限

界
を
超
え
た
場
合
、
そ
の
部
分
を
他
機
関
の
支
援
に
よ
っ
て
対
処
す
る
、
と
い
う

二
段
階
の
構
成
と
し
た
。

必要とされる
措置 内　　　容

防災計画 日常的な対策（温湿度の管理、
防虫、施設の定期点検など）

危機管理
マニュアル

単独の組織で対応可能な災害発
生時の対応の手順

相互協力協定 単独の組織では対応不可能な事
態が発生した場合の対応の手順

　

同
要
綱
に
つ
い
て
は
六
月
二
八
日
の
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
で
、
本
館
内
部
の
了
承
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
た
の
で
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
協

定
の
原
案
を
作
成
し
た

（
（
（

。
そ
の
際
に
、
あ
わ

せ
て
解
説
文
も
作
成
し
て
細
目
的
な
性
格
を

持
た
せ
、
協
定
の
ね
ら
い
や
条
文
の
解
釈
に

つ
い
て
も
齟
齬
が
生
じ
な
い
よ
う
に
配
慮
し

た
。

　

さ
て
七
月
上
旬
に
は
原
案
が
で
き
た
の

で
、
こ
れ
を
も
と
に
本
館
内
部
お
よ
び
本
学

表　必要な計画一覧
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の
関
係
部
署
の
内
諾
を
得
て
い
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
上
で
七
月
下
旬
か
ら
広
島
県

立
文
書
館
と
の
間
で
調
整
に
入
っ
た
。
こ
の
結
果
、
協
定
お
よ
び
解
説
文
と
も
に

数
ヶ
所
の
修
正
が
加
え
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
後
数
回
の
折
衝
を
経
て
、

八
月
上
旬
に
は
両
館
の
間
で
最
終
合
意
に
至
っ
た
。

二
　
立
案
の
背
景

　

協
定
書
本
文
お
よ
び
そ
の
解
説
に
つ
い
て
は
、
後
掲
の
資
料
一
、二
を
ご
参
照

い
た
だ
き
た
い
。
本
章
で
は
、
本
協
定
作
成
の
背
景
と
な
っ
た
筆
者
個
人
の
考
え

に
つ
い
て
述
べ
た
い
。

（
一
）
芸
予
地
震
で
の
体
験

　

平
成
七（
一
九
九
五
）年
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
契
機
と
し
て
「
歴
史
資
料

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」（
通
称
史
料
ネ
ッ
ト
）
が
結
成
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
日
本
各
地

で
史
料
レ
ス
キ
ュ
ー
の
た
め
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
が
相
次
い
で
結
成
さ
れ
て

い
っ
た
。

　

こ
う
し
た
な
か
平
成
一
三（
二
〇
〇
一
）年
に
芸
予
地
震
が
発
生
し
、
こ
れ
を
契

機
に
広
島
県
で
も
「
広
島
史
料
ネ
ッ
ト
」
が
組
織
さ
れ
る
に
至
っ
た

（
（
（

。
当
時
大
学

院
生
だ
っ
た
筆
者
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
一
員
と
し
て
史
料
レ
ス
キ
ュ
ー
活
動
に
参

加
し
、
貴
重
な
体
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
う
し
た
な
か
次
の
よ
う
な
点
に

改
善
の
余
地
を
感
じ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
　

①
関
係
者
の
意
見
調
整
に
時
間
が
か
か
っ
た
。

　
　

②
行
政
の
責
任
が
不
明
確
だ
っ
た
。

　
　

③
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
建
前
の
た
め
関
係
機
関
の
職
員
の
負
担
が
大
き
い
。

　

①
に
つ
い
て
は
、
特
に
説
明
を
す
る
必
要
は
無
い
と
思
わ
れ
る
。
組
織
の
立
ち

上
げ
・
活
動
の
開
始
に
多
大
な
労
力
と
時
間
が
必
要
と
な
り
、
ど
う
し
て
も
災
害

発
生
初
期
の
対
応
が
後
手
に
回
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。

　

②
に
つ
い
て
は
、当
時
は
史
料
レ
ス
キ
ュ
ー
の
活
動
に
対
す
る
認
知
度
が
低
く
、

被
災
し
た
自
治
体
の
受
け
入
れ
態
勢
が
整
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
こ
の

た
め
自
治
体
の
担
当
者
が
、
組
織
の
中
で
孤
軍
奮
闘
す
る
形
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

と
筆
者
は
感
じ
た
。

　

③
に
つ
い
て
は
、
公
的
機
関
の
理
解
は
得
ら
れ
た
も
の
の
、
最
終
的
に
各
人
は
、

職
務
と
し
て
で
は
な
く
個
人
の
資
格
で
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の

た
め
活
動
が
休
日
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。（
い
う
ま
で
も
な
く
こ
う
し

た
あ
り
方
は
長
期
の
活
動
に
は
向
か
な
い
。）

　

こ
れ
ら
の
点
は
、
あ
く
ま
で
も
筆
者
の
個
人
的
な
所
感
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ

れ
ま
で
の
各
地
で
展
開
さ
れ
た
史
料
ネ
ッ
ト
の
活
動
記
録
を
見
る
と
、
当
該
地
域

の
行
政
機
関
が
「
組
織
」
と
し
て
十
分
に
機
能
し
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い

う
思
い
を
禁
じ
得
な
い

（
（
（

。

　

逆
に
行
政
機
関
の
対
応
が
不
十
分
だ
か
ら
、
研
究
者
個
人
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
行
っ
て
史
・
資
料
を
救
出
す
る
必
要
が
生
じ
た
と
い
う
見
方
も
で
き
よ
う
。

た
だ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
、
良
い
意
味
に
お
い
て
も
悪
い
意
味
に
お
い
て
も
、

属
人
的
な
要
素
が
大
き
い
。

　

こ
う
し
た
先
例
を
踏
ま
え
て
行
政
機
関
に
属
す
る
も
の
と
し
て
、
何
が
必
要
か

と
い
う
こ
と
を
考
え
た
の
が
今
回
の
出
発
点
で
あ
る
。
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（
二
）
立
案
の
意
図

　

さ
て
前
述
の
よ
う
な
体
験
を
踏
ま
え
筆
者
は
、災
害
発
生
時
に
行
政
機
関
が「
組

織
」
と
し
て
速
や
か
に
対
応
す
る
こ
と
を
可
能
と
す
る
仕
組
み
の
一
つ
と
し
て
、

史
・
資
料
の
保
護
に
限
定
し
た
相
互
協
力
協
定
に
着
目
し
た
。

　

こ
れ
は
史
・
資
料
保
護
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
が
、
危
機
的
状
況
が
発
生
し

た
際
に
は
、
し
ば
し
ば
行
政
機
関
内
部
の
意
思
決
定
が
混
乱
す
る
。
そ
こ
で
あ
ら

か
じ
め
協
定
を
結
び
組
織
全
体
の
合
意
形
成
と
親
組
織
の
了
解
を
得
て
お
く
こ
と

で
、
意
思
決
定
の
混
乱
の
影
響
を
最
小
限
に
し
て
速
や
か
な
対
応
が
可
能
に
な
る

と
考
え
た
。
同
時
に
協
定
と
い
う
形
で
法
的
な
根
拠
を
形
成
し
て
お
く
と
、
人
事

　

た
と
え
ば
水
損
し
た
文
書
の
場
合
、
発
生
か
ら
四
八
時
間
以
内
の
処
置
が
復
元

に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
ケ
ー
ス
で
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
活
用
が
難
し
い
た
め
、
や
は
り
専
門
の
行
政
機
関
が
組
織
的
に
対
処
す

べ
き
だ
と
筆
者
は
考
え
る
。

　

二
つ
目
は
、
行
政
機
関
に
は
専
門
的
な
技
術
や
知
識
を
有
し
て
い
る
人
材
が
い

る
こ
と
で
あ
る
。
被
災
し
た
史
・
資
料
の
救
出
に
あ
た
っ
て
は
、
ど
う
し
て
も
専

門
的
な
知
識
を
必
要
と
す
る
場
面
が
あ
る
。
ま
た
被
災
し
た
史
料
を
修
復
し
よ
う

と
し
た
場
合
、
相
当
の
期
間
が
か
か
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
も
そ
の
構
成
メ
ン

バ
ー
に
よ
っ
て
対
処
で
き
る
作
業
と
、
そ
う
で
な
い
作
業
が
あ
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
は
対
処
で
き
な
い
作
業
は
、
専
門
の
機
関
が
業
務
と
し
て
引
き
受
け
る
体
制

を
整
え
た
方
が
望
ま
し
い
と
思
わ
れ
る
。

　

図
は
、
こ
う
し
た
行
政
機
関
の
役
割
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
と
関
連
づ
け
て

図
式
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
す
べ
て
の
こ
と
を
行
政
機
関
が
行
う
の
が
不
可
能
で

あ
る
た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
を
得
る
こ
と
は
大
変
有
り
難
い
こ
と
だ
と
思

う
。
し
か
し
な
が
ら
他
方
で
は
、
行
政
機
関
が
責
任
を
負
っ
て
行
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
業
務
が
存
在
す
る
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と
思
う
。

お
わ
り
に
―
今
後
の
課
題
―

　

最
後
に
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
言
及
し
て
お
き
た
い
。
以
上
の
よ
う
な
協
定
の

締
結
を
踏
ま
え
、
現
時
点
に
お
い
て
筆
者
は
、
次
の
三
点
が
本
館
に
と
っ
て
の
課

題
で
あ
る
考
え
て
い
る
。

　
　

①
災
害
へ
の
対
応
能
力
の
充
実

高

行 人手の必要な作業

政 (損壊した建物からの

の 史・資料の救出など)

関

与 緊急性の高い作業 専門性の必要な作業

度 (水損文書の救出等) (修復・整理等）

低

発生時 中期( 年未満) 長期( 年以上)1 1
時 間 の 経 過

図　行政とボランティアの関係（概念図）

異
動
に
よ
る
影
響
も
少
な
く
な
る
と

考
え
た
。

　

ま
た
、
史
料
レ
ス
キ
ュ
ー
活
動
に

あ
た
り
行
政
機
関
が
組
織
的
に
対
応

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
次
の
二
点
に

お
い
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
と
は

違
っ
た
強
み
が
あ
る
と
想
定
さ
れ

る
。
一
つ
目
は
、
人
材
と
資
材
が
蓄

積
さ
れ
て
い
る
た
め
行
政
機
関
が
即

応
力
を
有
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
場
合
、
参
加
者
の
輪

が
広
が
り
大
き
な
力
が
期
待
で
き
る

の
で
あ
る
が
、
組
織
化
す
る
ま
で
に

は
一
定
の
時
間
が
必
要
で
あ
る
。
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②
協
定
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

　
　

③
内
部
ル
ー
ル
の
明
確
化
（
手
順
書
の
作
成
）

　

①
は
、
救
援
活
動
に
必
要
な
資
材
、
設
備
の
用
意
で
あ
る
。
現
在
、
本
館
に
は

日
常
の
業
務
に
必
要
な
資
材
に
つ
い
て
は
準
備
が
あ
る
が
、
救
援
活
動
を
主
た
る

目
的
と
し
て
資
材
を
ス
ト
ッ
ク
は
し
て
い
な
い
。
こ
の
た
め
必
要
な
資
材
を
リ
ス

ト
ア
ッ
プ
し
、
計
画
的
に
資
材
を
備
蓄
し
て
お
く
必
要
あ
る
。

　

ま
た
本
館
で
は
、
水
損
文
書
の
一
時
預
か
り
も
念
頭
に
お
い
て
、
文
書
の
燻
蒸

施
設
と
し
て
大
型
の
冷
凍
庫
（
七
七
五
リ
ッ
ト
ル
）
一
台
を
購
入
し
た
。
今
後
、

設
備
の
更
新
・
充
実
に
あ
た
っ
て
は
、
災
害
時
の
救
援
も
念
頭
に
お
い
て
対
処
す

る
必
要
が
あ
ろ
う
。

　

②
に
つ
い
て
は
、
今
後
こ
う
し
た
協
定
の
輪
を
広
げ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
る
。
や
は
り
大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
本
館
と
広
島
県
立
文
書
館

の
二
館
の
み
で
は
対
処
が
不
可
能
で
あ
る
。
こ
う
し
た
協
定
を
多
重
的
に
結
ぶ
こ

と
に
よ
っ
て
、
県
内
外
の
機
関
と
協
力
し
て
対
処
で
き
る
体
制
を
整
え
る
こ
と
が

必
要
と
考
え
る
次
第
で
あ
る
。

　

③
は
、
支
援
要
請
お
よ
び
支
援
活
動
へ
の
出
動
に
つ
い
て
の
ル
ー
ル
作
り
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
本
館
が
ど
う
い
う
状
況
に
な
っ
た
ら
支
援
を
要
請
し
、
そ
の
場

合
は
ど
う
い
う
作
業
を
委
託
す
る
の
か
、
あ
る
い
は
要
請
を
受
け
た
場
合
、
何
を

ど
れ
だ
け
提
供
し
、
通
常
業
務
を
ど
う
す
る
の
か
、
と
い
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
基

準
を
作
成
し
て
お
く
こ
と
で
あ
る
。
実
際
に
は
ケ
ー
ス
・
バ
イ
・
ケ
ー
ス
に
な
る

と
思
う
が
、
判
断
の
目
安
を
作
っ
て
お
く
こ
と
に
越
し
た
こ
と
は
な
い
と
思
う
。

　

宮
城
史
料
ネ
ッ
ト
の
平
川
新
氏
は
、
大
規
模
災
害
に
対
す
る
平
時
の
備
え
を
訴

え
て
き
た
。
こ
う
し
た
主
張
の
正
し
さ
は
、
今
回
の
東
日
本
大
震
災
に
お
い
て
も

再
確
認
さ
れ
た

（
（
（

。
こ
う
し
た
事
例
を
踏
ま
え
筆
者
は
、
本
館
の
平
時
の
備
え
を
整

え
、
有
事
の
際
に
は
行
政
機
関
と
し
て
の
使
命
を
き
ち
ん
と
果
た
せ
る
よ
う
に
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

注（
１
）
全
国
歴
史
資
料
保
存
利
用
機
関
連
絡
協
議
会
が
公
表
し
て
い
る
「
文
書
館
防
災
対

策
の
手
引
き
」（
平
成
八
年
三
月
初
版
・
平
成
一
三
年
一
月
三
版
）
に
お
い
て
、

相
互
応
援
協
定
等
を
締
結
す
る
必
要
性
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。
し
か
し
管
見

の
範
囲
に
お
い
て
、
こ
れ
を
具
体
化
し
た
事
例
を
見
出
せ
な
か
っ
た
。

（
２
）
本
相
互
協
力
協
定
の
原
案
作
成
の
際
に
、
書
式
で
参
考
と
な
っ
た
の
は
「
大
規
模

災
害
発
生
時
に
お
け
る
相
互
協
力
に
関
す
る
協
定
書
」（
平
成
二
三
年
四
月
二
八

日
、
島
根
県
・
西
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社
中
国
支
社
）
と
「
長
野
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
の

派
遣
に
関
す
る
協
定
」（
平
成
二
一
年
三
月
六
日
、
長
野
県
・
長
野
県
内
の
一
〇

病
院
）
で
あ
っ
た
。

（
３
）
数
野
文
明
「
芸
予
地
震
と
資
料
救
済
活
動
」『
地
方
史
研
究
』
二
九
三
号
、
平
成

一
三
年
一
〇
月
。

（
４
）
藤
田
明
良
「
阪
神
大
震
災
に
お
け
る
資
料
救
出
・
保
全
活
動

－

史
料
ネ
ッ
ト
の
議

論
と
活
動

－

」『
日
本
史
研
究
』（
四
一
六
号
、
平
成
九
年
四
月
）、
小
林
准
士
「
鳥

取
県
西
部
地
震
と
山
陰
史
料
ネ
ッ
ト
の
活
動
」『
日
本
史
研
究
』（
四
六
三
号
、
平

成
一
三
年
三
月
）、「
小
特
集　

災
害
と
歴
史
資
料

－

史
料
ネ
ッ
ト
の
経
験
か
ら
」

『
歴
史
評
論
』（
六
三
三
号
、平
成
一
五
年
一
月
）、「
特
集　

災
害
と
資
料
保
存
」『
歴

史
評
論
』（
六
六
六
号
、
平
成
一
七
年
一
〇
月
）
参
照
。

　
　

 

な
お
今
回
の
東
日
本
大
震
災
に
関
す
る
報
告
に
つ
い
て
は
本
協
定
作
成
後
に
公
表
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さ
れ
、
立
案
の
際
に
利
用
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
本
稿
で
は
引
用
し
な
い
こ
と
と

す
る
。

（
５
）「
被
災
文
化
財
保
全
へ
苦
闘　

郷
土
守
る
東
北
人
の
思
い
」『
日
本
経
済
新
聞
社
』

平
成
二
三
年
五
月
七
日
、「
文
化
財
保
全
へ
市
民
や
大
学
連
携
」
同
前
平
成
二
三

年
八
月
二
〇
日
参
照
。

（
い
し
だ
　
ま
さ
は
る
・
広
島
大
学
文
書
館
）

資
料
一
　
災
害
等
の
発
生
に
伴
う
史
・
資
料
保
護
に
関
す
る
相
互

協
力
協
定
書

　

広
島
県
立
文
書
館
を
甲
と
し
、
広
島
大
学
文
書
館
を
乙
と
し
て
、
甲
と
乙
は
、

災
害
等
発
生
に
伴
う
史
・
資
料
保
護
に
関
す
る
相
互
協
力
に
つ
い
て
、
次
の
と
お

り
協
定
を
締
結
す
る
。

　
（
目
的
）

第
１
条　

本
協
定
は
、
災
害
等
の
発
生
に
よ
っ
て
破
損
あ
る
い
は
そ
の
お
そ
れ
の

あ
る
史
・
資
料
を
保
護
す
る
に
あ
た
り
、
相
互
協
力
に
必
要
な
事
項
を
定
め
、

も
っ
て
災
害
等
に
適
正
か
つ
円
滑
に
対
処
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　
（
協
力
の
内
容
）

第
２
条　

災
害
等
の
発
生
に
伴
う
史
・
資
料
保
護
に
関
す
る
相
互
協
力
は
、
次
に

掲
げ
る
内
容
と
し
、
協
力
要
請
さ
れ
た
甲
又
は
乙
は
、
自
ら
が
行
う
業
務
に
支

障
の
な
い
範
囲
に
お
い
て
応
じ
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

　
（
１
）
災
害
情
報
等
の
共
有

　
（
２
）
史
・
資
料
の
保
護
に
必
要
な
人
員
の
派
遣

　
（
３
）
史
・
資
料
の
保
護
に
必
要
な
資
機
材
お
よ
び
物
資
の
提
供

　
（
４
）
史
・
資
料
の
一
時
受
け
入
れ
・
保
管

　
（
５
）
史
・
資
料
の
修
復
に
対
す
る
技
術
的
支
援

　
（
６
）
そ
の
他
必
要
と
認
め
ら
れ
る
事
項

　
（
協
力
要
請
）

第
３
条　

甲
又
は
乙
は
、
協
力
を
要
請
す
る
場
合
、
前
条
に
定
め
る
協
力
内
容
を

明
ら
か
に
し
て
、
口
頭
又
は
電
話
等
で
協
力
を
要
請
し
、
後
日
速
や
か
に
文
書

を
送
付
す
る
も
の
と
す
る
。

　
（
費
用
負
担
）

第
４
条　

前
条
の
規
定
に
基
づ
い
て
協
力
し
た
場
合
に
要
す
る
次
の
費
用
は
、
原

則
と
し
て
協
力
を
要
請
し
た
甲
又
は
乙
が
負
担
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、

大
規
模
災
害
発
生
時
な
ど
、
甲
又
は
乙
単
独
で
費
用
負
担
が
困
難
な
場
合
は
、

別
に
甲
乙
が
協
議
し
て
定
め
る
も
の
と
す
る
。

（
１
）
協
力
要
請
を
受
け
た
甲
又
は
乙
が
携
行
し
た
資
機
材
及
び
物
資
等
を
使

用
し
た
場
合
の
実
費

（
２
）
前
号
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
協
定
実
施
の
た
め
に
要
し
た
経
費

の
う
ち
協
力
要
請
を
行
っ
た
甲
又
は
乙
が
必
要
と
認
め
た
経
費
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（
補
償
等
）

第
５
条　

甲
又
は
乙
は
、
そ
の
所
属
す
る
職
員
が
こ
の
協
定
に
基
づ
く
業
務
の
た

め
死
亡
し
、
負
傷
し
、
若
し
く
は
疾
病
に
か
か
り
又
は
障
が
い
の
状
態
に
な
っ

た
場
合
、
業
務
従
事
者
若
し
く
は
業
務
従
事
者
の
遺
族
又
は
被
扶
養
者
に
対
す

る
損
害
補
償
に
つ
い
て
、
各
々
の
組
織
に
お
い
て
労
働
（
公
務
）
災
害
補
償
に

係
る
必
要
な
手
続
き
を
と
る
も
の
と
す
る
。

２　

業
務
の
実
施
に
伴
い
、
甲
乙
双
方
の
責
に
帰
さ
な
い
理
由
に
よ
り
第
三
者
に

損
害
を
及
ぼ
し
た
場
合
又
は
資
機
材
等
に
損
害
が
生
じ
た
場
合
は
、
そ
の
事
実

発
生
後
速
や
か
に
そ
の
状
況
を
書
面
に
ま
と
め
、
そ
の
処
置
に
つ
い
て
は
甲
及

び
乙
が
協
議
し
て
定
め
る
も
の
と
す
る
。

　
（
研
修
等
へ
の
相
互
参
加
）

第
６
条　

甲
及
び
乙
は
、
平
常
時
か
ら
こ
の
協
定
に
基
づ
く
災
害
対
策
を
円
滑
に

実
施
す
る
た
め
、
相
互
に
企
画
又
は
立
案
す
る
研
修
等
へ
積
極
的
に
参
画
す
る

も
の
と
す
る
。

　
（
第
三
者
か
ら
の
支
援
要
請
）

第
７
条　

災
害
等
の
発
生
に
伴
う
史
・
資
料
保
護
に
つ
い
て
、
第
三
者
か
ら
甲
又

は
乙
に
支
援
の
要
請
が
あ
っ
た
場
合
、
甲
又
は
乙
は
こ
の
協
定
に
基
づ
い
て
乙

又
は
甲
に
協
力
を
依
頼
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
協
力
を
依
頼
さ
れ
た
乙
又
は
甲

は
、
自
ら
が
行
う
業
務
に
支
障
の
な
い
範
囲
に
お
い
て
応
じ
る
よ
う
努
め
る
も

の
と
す
る
。

　
（
協
議
）

第
８
条　

こ
の
協
定
に
定
め
る
事
項
に
疑
義
が
生
じ
た
場
合
又
は
こ
の
協
定
に
定

め
の
な
い
事
項
で
必
要
が
あ
る
場
合
は
、
甲
及
び
乙
が
協
議
し
て
定
め
る
も
の

と
す
る
。

　
（
協
定
の
有
効
期
間
）

第
９
条　

こ
の
協
定
の
有
効
期
間
は
、
協
定
締
結
の
日
か
ら
平
成
二
四
年
三
月

三
一
日
ま
で
と
す
る
。
た
だ
し
、
有
効
期
間
満
了
の
一
ヶ
月
前
ま
で
に
甲
、
乙

い
ず
れ
か
ら
も
改
廃
の
申
し
入
れ
が
な
い
と
き
は
、
こ
の
期
間
は
、
更
に
一
年

間
延
長
す
る
も
の
と
し
、
そ
の
後
に
お
い
て
期
間
満
了
し
た
と
き
も
、
同
様
と

す
る
。

　

こ
の
協
定
の
締
結
を
証
す
る
た
め
、協
定
書
二
通
を
作
成
し
、甲
と
乙
が
記
名
・

押
印
を
し
て
、
各
自
そ
の
１
通
を
所
持
す
る
。

　

平
成
二
三
年
九
月
一
五
日

甲　

広
島
市
中
区
千
田
町
三
丁
目
７
番
47
号　

広
島
県
立
文
書
館　
　
　
　
　
　
　
　
　

館
長　

八
津
川　

和
義　

印

乙　

東
広
島
市
鏡
山
一
丁
目
１
番
１
号　
　
　

広
島
大
学
文
書
館　
　
　
　
　
　
　
　
　

館
長　

小
池　

聖
一　

印　
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資
料
二
　
災
害
等
の
発
生
に
伴
う
史
・
資
料
保
護
に
関
す
る
相
互

協
力
協
定
書
の
解
説

○
本
協
定
の
ね
ら
い

　

危
機
的
な
事
態
が
発
生
し
た
場
合
、
一
義
的
に
は
自
己
の
責
任
に
お
い
て
対

処
す
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
実
際
に
は
、
単
館
で
の
処
理
能
力
を
超
え
た
事
態

が
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

そ
こ
で
相
互
協
力
を
あ
ら
か
じ
め
締
結
し
て
お
く
こ
と
に
よ
り
、
こ
う
し
た

事
態
が
発
生
し
た
際
に
法
的
根
拠
を
以
て
速
や
か
に
支
援
を
仰
ぐ
こ
と
（
あ
る

い
は
行
う
こ
と
）
が
で
き
る
。

　

ま
た
文
書
館
の
収
蔵
品
は
、
取
り
扱
い
に
専
門
的
な
知
識
を
要
す
る
も
の
で

あ
る
。
こ
の
た
め
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
用
が
難
し
い
こ
と
も
、
こ
う
し
た
協
定

を
必
要
と
す
る
所
以
で
あ
る
。

○「
大
規
模
災
害
」
と
「
災
害
」

　

史
・
資
料
の
被
災
量
と
災
害
の
発
生
規
模
は
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
。
小
規
模

の
場
合
で
も
た
ま
た
ま
大
量
に
史
資
料
を
保
存
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
発
生
す
れ

ば
、
相
互
協
力
が
必
要
と
な
る
た
め
「
災
害
」
と
い
う
表
現
に
し
た
。

○「
災
害
等
」

　

史
・
資
料
を
破
損
せ
し
め
る
要
因
と
し
て
は
自
然
災
害
以
外
に
戦
争
・
動
乱
、

破
壊
活
動（
大
学
紛
争
）、そ
の
他（
原
発
事
故
）な
ど
が
含
ま
れ
る
。
こ
の
た
め「
災

害
」
で
は
な
く
「
災
害
等
」
と
し
た
。

○「
災
害
等
の
発
生
に
伴
う
史
・
資
料
保
護
」

　

災
害
を
念
頭
に
お
い
た
協
定
書
を
み
る
と
、「
災
害
発
生
時
」
と
い
う
表
現
を

使
っ
て
い
る
も
の
が
多
い
。
し
か
し
史
・
資
料
の
保
護
や
修
復
作
業
は
、
救
命
活

動
や
災
害
復
旧
と
異
な
り
、
災
害
発
生
時
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
そ
の
後
の
ケ
ア
に

対
す
る
支
援
も
必
要
と
さ
れ
る
。
そ
こ
で
「
災
害
発
生
時
」
と
い
う
時
間
を
限
定

し
た
表
現
を
避
け
た
。

○「
史
・
資
料
」

　

第
７
条
と
し
て
、
第
三
者
へ
の
支
援
を
想
定
し
て
い
る
。
そ
こ
で
両
館
の
収
蔵

品
の
み
に
限
定
し
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
「
史
・
資
料
」
と
い
う
表
現
に
し
た
。

　

ま
た
、
官
公
庁
等
が
保
有
す
る
現
用
や
半
現
用
の
文
書
も
保
護
の
対
象
と
し
て

想
定
さ
れ
る
た
め
「
史
料
」
と
い
う
限
定
し
た
表
現
は
避
け
た
。

○
協
力
の
内
容

　

史
・
資
料
の
保
護
活
動
に
必
要
と
思
わ
れ
る
事
項
を
列
挙
し
た
。

　
「（
１
）
災
害
情
報
等
の
共
有
」
は
、
活
動
に
必
要
な
個
人
情
報
や
機
密
を
共
有

す
る
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
定
め
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
守
秘
義
務
契
約
を
作

業
従
事
者
と
結
ぶ
こ
と
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。

　
「（
６
）
そ
の
他
必
要
と
認
め
ら
れ
る
事
項
」
は
、
第
三
者
へ
の
仲
介
業
務
な
ど

を
想
定
し
て
い
る
。
甲
ま
た
は
乙
が
単
独
で
支
援
で
き
な
い
場
合
、
そ
れ
ぞ
れ
の

ル
ー
ト
で
第
三
者
か
ら
の
協
力
を
調
達
す
る
こ
と
を
想
定
し
た
。
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○
費
用
負
担

　

人
件
費
、
出
張
旅
費
な
ど
人
に
か
か
る
経
費
は
支
援
を
行
う
方
が
負
担
す
る
。

そ
れ
以
外
の
資
機
材
（
た
と
え
ば
冷
凍
庫
や
扇
風
機
な
ど
の
資
材
や
中
性
紙
、
ア

ル
コ
ー
ル
、軍
手
な
ど
の
消
耗
品
）を
調
達
す
る
費
用
は
協
力
要
請
者
が
負
担
す
る
。

　

基
本
的
に
支
援
を
受
け
た
も
の
の
所
有
物
（
文
書
保
存
箱
や
封
筒
を
提
供
す
る

こ
と
を
想
定
）
と
な
る
も
の
は
、
当
事
者
が
負
担
す
る
。
た
と
え
ば
個
人
・
企
業

が
所
有
す
る
文
書
の
場
合
、
寄
贈
・
寄
託
を
受
け
な
い
限
り
、
史
・
資
料
の
所
有

者
が
負
担
す
る
の
が
原
則
で
あ
る
。

　

た
だ
し
常
備
し
て
い
る
消
耗
品
で
こ
と
が
足
り
、
な
お
か
つ
使
用
量
が
僅
少
で

あ
る
場
合
は
必
ず
し
も
負
担
を
求
め
る
も
の
で
は
な
い
。

　
○
補
償
等

　

公
的
な
協
定
に
基
づ
い
て
職
員
を
派
遣
す
る
た
め
（
つ
ま
り
職
務
命
令
を
受
け

て
派
遣
さ
れ
る
た
め
）、
職
務
の
一
環
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
た
。
こ

の
た
め
事
故
等
が
発
生
し
た
場
合
は
、
そ
の
職
員
の
所
属
す
る
各
機
関
が
お
の
お

の
労
働
災
害
補
償
に
か
か
る
必
要
な
手
続
き
を
お
こ
な
う
。
た
だ
万
が
一
に
備
え

て
条
文
を
入
れ
て
お
い
た
。

　
○
研
修
等
へ
の
相
互
参
加

　

日
常
的
に
人
間
関
係
を
構
築
す
る
と
と
も
に
情
報
や
技
術
を
共
有
す
る
こ
と

は
、
非
常
時
に
お
い
て
円
滑
に
作
業
を
す
す
め
る
た
め
に
必
要
で
あ
る
。
そ
こ
で

交
流
に
関
す
る
規
定
を
盛
り
込
ん
だ
。

○
第
三
者
か
ら
の
支
援
要
請

　

県
立
文
書
館
で
は
、
県
内
の
市
町
や
県
内
在
住
の
個
人
等
、
第
三
者
が
所
蔵
す

る
史
・
資
料
の
保
存
に
関
す
る
支
援
を
館
の
業
務
と
し
て
行
っ
て
い
る
。
一
方
、

広
島
大
学
文
書
館
で
も
、
学
内
各
機
関
等
の
史
・
資
料
の
保
存
に
関
す
る
支
援
を

館
の
業
務
と
し
て
行
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
実
情
に
鑑
み
、
そ
れ
ぞ
れ
が
支
援
を
求
め
ら
れ
た
場
合
、
自
ら
が
行

う
業
務
に
支
障
が
な
い
範
囲
に
お
い
て
応
じ
る
こ
と
と
し
た
。

　

な
お
、
第
２
条
第
６
項
の
解
釈
の
範
囲
内
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
重
要
な
事
項

な
の
で
明
文
化
し
た
。

○
そ
の
他

　

以
上
、
想
定
さ
れ
る
事
態
を
踏
ま
え
て
解
説
事
項
を
列
挙
し
て
き
た
。
た
だ
先

例
が
な
い
た
め
、
実
際
に
運
用
し
て
み
な
い
と
ど
の
よ
う
な
問
題
が
起
き
る
か
想

定
が
で
き
な
い
。
幅
広
い
範
囲
か
ら
意
見
を
聞
く
こ
と
も
必
要
で
あ
る
が
、
と
り

あ
え
ず
協
定
を
結
ん
で
み
て
問
題
が
あ
れ
ば
随
時
修
正
し
て
ゆ
く
と
い
う
あ
り
方

で
も
構
わ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
今
回
は
二
館
だ
け
で
締
結
す
る
が
、
将
来
的
に
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
も

課
題
と
思
わ
れ
る
。

（
以
上
）


